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［写真］用水路通水の小さな目撃者たち (2005年3月4H)

「緑の大地計画」を希望の灯に

24時間、無料で診察します

職業トレーニングに感謝

貧しかった少年時代と現在

地域住民のために暑さを忘れて働く

アフガン訪問記

用水路と女性たち

【カラー特集】ハチミツの初収穫が行われました！

【カラー連載】マルワリード用水路を行く③D地区 (1600~2350m地点）

中 村 哲

ハフィズウラー

ヤールモハマド

ディダールムシュタク

モハマドファヒームシェルザド

谷津賢二

中 村 哲

ペシャワール会は、 1983年9月、中村哲医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されま

した。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願っています。
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み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

今
年
の
夏
は
日
本
で
長
く
過
ご
し
、
台
風
や
集

中
豪
雨
を
目
の
当
た
り
に
し
、
温
暖
化
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
だ
け
の
問
題
で
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
以
前
に
も
報
告
し
た
よ
う
に
、
「
降
雨
の
偏

在
」
が
共
通
す
る
顕
著
な
現
象
で
す
。
日
本
の
予

報
は
驚
く
ほ
ど
精
細
で
、
「
線
状
降
水
帯
」
と
い

う
言
葉
も
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
お
そ
ら
く
類
似
の
こ
と
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

も
起
き
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
場
合
は
、

大
気
中
の
水
分
の
絶
対
量
が
少
な
い
の
で
、
降
水

の
偏
在
は
、
大
部
分
の
地
域
で
少
雨
を
も
た
ら
し
、

干
ば
つ
の
危
機
が
日
常
化
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

二
0
一
九
年
秋
・
冬
の
仕
事

せ
き

カ
マ
の
二
つ
の
堰
の
改
修
が
一
段
落
し
、
焦
点
は

今
冬
の
工
事
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
も
の

は
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
の
改
修
と
カ
チ
ャ
ラ
堰
（
マ

ル
ワ
リ
ー
ド
II)
流
域
の
護
岸
工
事
最
終
点
で
す
。

事
業
内
容
に
つ
い
て
、
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

か
ん
が
い

灌
漑
事
業
の
大
き
な
流
れ
は
、
二

0
0三
年
に
始

ま
っ
た
「
緑
の
大
地
計
画
」
が
予
定
通
り
区
切
り

を
迎
え
ま
す
。
初
期
は
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
に

力
が
注
が
れ
‘
―

1
0
1
0年
前
後
か
ら
ほ
か
の
取

水
堰
の
研
究
と
建
設
が
主
な
努
力
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
前
者
は
完
全
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
支

ま
か
な

援
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
後
者
は
J
I
C
A
（
国
際
協

力
機
構
）
共
同
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
マ

ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
開
通
は
二

0
1
0年
で
し

た
が
、
そ
の
後
も
排
水
路
整
備
や
植
林
な
ど
が
継

続
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
安

定
灌
漑
地
域
を
広
げ
、
日
本
側
の
粘
り
強
い
支
え

で
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
北
部
の
穀
倉
地
帯
復
活
が

現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

P
M
S
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
巾
＇
杜
い
析
ロ

農
地
を
回
復
す
る
動
き
が
本
格
化

「
緑
の
大
地
計
画
」
を
希
望
の
灯
に

―
101
―0
年
ま
で
に
目
標
を
達
成
し
た
後
は
、

「二

0
年
継
続
態
勢
」
を
目
指
し
、
水
利
設
備
維

持、

P
M
S
方
式
取
水
設
備
の
普
及
、
農
業
計
画

が
連
続
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

設
備
維
持
は
、
こ
の
十
六
年
の
間
の
不
備
を
補

い
、
改
修
の
や
り
方
も
伝
え
な
が
ら
、
地
域
へ
の

譲
渡
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
維
持
方
法
の
伝
授

は
、
あ
る
意
味
で
建
設
以
上
に
重
要
で
す
。
ま
た
、

「
緑
の
大
地
計
画
」
の
成
呆
を
き
ち
ん
と
示
す
こ
と

で
、
他
地
域
の
人
々
の
励
み
と
希
望
に
な
り
、
普

及
事
業
を
確
実
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

普
及
事
業
は
、

F
A
0
(
国
連
食
糧
農
業
機
関
）

マルワリード用水路を取水門から眺める。用水路床を改修したこと

により、流速が増した (2019年6月18日）
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1．新規取水・灌漑事業（施工中）

2016~20 カチャラ堰 （マルワリードII)

2．既設の設備の維持

2017~19 カマ堰改修

マルワリード堰改修

3.PMS方式の普及

2017~20 訓練所での研修、 候補地の調査

方式の標準化

4．農業（ガンベリ農場）

オレンジ集荷態勢

養蜂（蜂蜜生産）、乳牛など

2018~20 

2019~20 

ら
と
協
力
、
政
府
の
技
官
や
地
域
指
導
者
を
対
象

に
実
地
研
修
を
行
う
と
共
に
、
主
に
隣
接
地
域
で

次
の
堰
・
用
水
路
建
設
候
補
地
の
選
定
、
調
査
を

行
う
も
の
で
す
。
将
来
的
に

P
M
S
の
参
加
す
る

新
規
事
業
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

P
M
S
方
式
は
優
れ
て
地
域
性
が
濃
い
の
が
特

徴
で
す
。
誰
で
も
で
き
る
よ
う
に
標
準
化
す
る
の

が
理
想
的
で
す
が
、
河
道
特
性
に
合
っ
た
設
計
、

地
域
の
協
力
と
い
う
点
が
最
も
重
要
で
す
。
そ
こ

で、

J
I
C
A
と
の
共
同
事
業
と
し
て
「
灌
漑
事

業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
作
成
が
進
め
ら
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
緑
の
大
地
計
画
」
全
体
の
調
査
（
社
会

低
水
位
期
の
河
川
工
事
で
は
、
や
は
り
、
①
マ
ル

ワ
リ
ー
ド
堰
（
連
続
堰
）
改
修
と
、
②
カ
チ
ャ
ラ
堰

（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
II)
流
域
護
岸
の
八

km
地
点
（
ミ
ラ

ー
ン
堰
上
流
）
の
河
道
安
定
工
事
が
大
物
で
す
。
既

に
石
材
の
蓄
積
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査

を
重
ね
た
う
え
、
あ
ま
り
に
大
規
模
で
無
理
な
場

合
は
、
い
ず
れ
か
を
一
年
延
期
し
て
当
た
り
ま
す
。

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
に
つ
い
て
は
、
取
水
門
の

拡
張
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
砂
吐
き
の
設

置
、
四
・
八

km
地
点
ま
で
の
用
水
路
の
再
ラ
イ
ニ

ン
グ
（
水
路
床
覆
エ
）
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

昨
年
秋
の
集
中
豪
雨
被
害
の
復
旧
を
兼
ね
る
と
共

に
、
同
流
域
の
水
稲
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
て
不
足

気
味
に
な
っ
て
き
た
水
量
を
増
す
目
的
も
あ
り
ま

す
。
改
修
と
い
う
よ
り
‘
―
つ
の
大
き
な
計
画
な

の
で
、
「
カ
マ
堰
改
修
」
と
同
様
、
州
政
府
に
申
請

し
、
全
面
的
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
支
援
で
行
わ

河
川
工
事
・
冬
の
陣

的
効
果
お
よ
び
技
術
上
の
評
価
）
が
終
わ
り
、
結
論

も
出
揃
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
詳
細
を
次
号
で
紹

介
い
た
し
ま
す
。

農
業
は
今
年
か
ら
明
確
に
「
経
営
」
を
意
識
し
、

現
地

P
M
S
の
経
済
的
自
立
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
オ
レ
ン
ジ
園

の
整
備
と
養
蜂
の
準
備
が
今
年
の
大
き
な
仕
事
に

な
っ
て
い
ま
す
（
注
1

「
養
蜂
に
つ
い
て
」
参
照
）
。

--と..-`~ 9,l•-,..9 -+―-― 

タハール、バグランなど北部4州から来た研修生の技官20名。初め

て経験する実地研修に興味が尽きなかったようで、「実例があること

が何よりも励みと希望になる」と口々に述べていた。

(2019年4月14日）

れ
ま
す
。
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
流
域
は
シ
ェ
イ

ワ
郡
三
、
五

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
命
綱
で
す
。
他

の
小
さ
な
堰
の
あ
る
河
道
が
不
安
定
で
、
将
来
途

絶
え
る
可
能
性
も
あ
り
、
万
全
を
期
す
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

ミ
ラ
ー
ン
堰
上
流
の
河
道
安
定
は
、
原
理
的
に
は

え

り

筑
後
川
の
恵
利
堰
（
山
田
堰
の
下
流
）
に
先
例
が
あ

り
、
目
下
調
査
中
で
す
（
注
2

「
ミ
ラ
ー
ン
堰
上
流

の
河
道
安
定
」
参
照
）
。

川
か
ら
の
取
水
、
灌
漑
の
仕
事
は
キ
リ
が
な
い

も
の
で
す
が
、
以
後
の
工
事
は
な
る
べ
く
政
府
技

官
た
ち
も
実
習
で
参
加
、
研
修
に
も
役
立
て
た
い
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と
考
え
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「
緑
の
大

地
計
画
」
を
範
と
し
て
、
農
地
を
回
復
す
る
動
き

が
本
格
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
我
々
と
し
て
は
、

東
部
で
唯
一
と
も
い
え
る
希
望
の
灯
を
護
る
と
共

に
、
何
と
か
こ
の
流
れ
を
定
着
さ
せ
、
祈
り
を
あ

わ
せ
て
飢
餓
の
現
実
に
対
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
ね
て
、
こ
れ
ま
で
の
長
期
か
つ
多
大
な
ご
支

持
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

[注
1
]
養
蜂
に
つ
い
て

養
蜂
業
は
、
干
ば
つ
で
下
火
に
な
っ
て
い
た
が
、

P

M
S
作
業
地
（
「
緑
の
大
地
計
画
」
領
域
）
で
再
び
活
発

化
し
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ン
特
産
は
ビ
エ
ラ
の
蜂
蜜
だ
が
、
三

S
四
月

の
レ
モ
ン
・
オ
レ
ン
ジ
ら
の
柑
橘
類
、
五
＼
六
月
の
ユ

ー
カ
リ
、
九
＼
十
月
の
ビ
エ
ラ
と
、
三
期
に
わ
た
っ
て

純
粋
に
近
い
蜜
が
得
ら
れ
る
。
蜂
の
種
類
は
イ
タ
リ

ア
産
の
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
で
、
病
気
を
除
け
ば
日
本

の
ス
ズ
メ
バ
チ
の
よ
う
な
天
敵
は
い
な
い
。
一
部
に
野

生
化
が
見
ら
れ
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
近
縁
在
来
種
と

混
在
す
る
。

ガ
ン
ベ
リ
農
場
の
西
北
端
に
あ
る
ビ
エ
ラ
の
森
の
近

く
に
巣
箱
が
置
か
れ
る
。
幹
線
道
路
か
ら
三

km
外
れ
、

涼
し
い
場
所
に
あ
り
、
農
場
で
は
農
薬
を
全
く
使
用

し
な
い
た
め
、
安
全
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
（
日
本
の

場
合
、
柑
橘
類
の
蜂
蜜
が
出
回
り
に
く
い
理
由
は
主
に
農
薬

使
用
に
よ
る
）
。

既
に
今
年
の
四
月
に
試
験
的
に
五

0
の
巣
箱
を
設

置
、
ニ
カ
月
間
で
約
三
0
0
k
gの
ユ
ー
カ
リ
の
蜜
を

得
て
い
る
。
巣
箱
は
六
月
中
旬
か
ら
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の

涼
し
い
場
所
で
夏
越
し
さ
せ
、
九
月
中
旬
か
ら
は
ビ

エ
ラ
の
集
蜜
が
始
ま
る
。
ガ
ン
ベ
リ
農
場
周
辺
（
巣
箱

か
ら
半
径
約

―
km
の
範
囲
）
の
柑
橘
類
は
オ
レ
ン
ジ
を
筆

頭
に
約
三
万
本
、
ユ
ー
カ
リ
は
約
一

0
万
本
、
ビ
エ
ラ

は
約
四
、
五

0
0本
で
、
蜜
源
の
花
は
十
分
。
ビ
エ
ラ

は
沙
漠
に
自
生
す
る
灌
木
で
、
砂
防
林
の

一
部
と
し
て

農
場
に
植
え
ら
れ
た
も
の
。

将
来
的
に
大
き
な
増
産
が
可
能
と
見
て
お
り
、
日

本
へ
の
販
路
も
期
待
さ
れ
る
。

ミ
ツ
バ
チ
の
管
理
だ
け
で
な
く
、
製
品
化
の
課
題

も
あ
り
、
今
後

一
年
を
か
け
て
研
究
、
試
験
生
産
す

る
。
現
地
に
は
昔
か
ら
養
蜂
家
集
団
の
国
境
を
越
え

た
協
力
関
係
が
あ
り
、

P
M
S
も
協
力
を
得
る
。

[注
2
]
ミ
ラ
ー
ン
堰
上
流
の
河
道
安
定

ミ
ラ
ー
ン
堰
は
二

0
一
四
＼
一
六
年
、

J
I
C
A
共

同
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
、
現
在
二
、
五

0
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
を
安
定
し
て
潤
す
。
そ
れ
ま
で
の
斜
め

堰
と
異
な
り
、
河
道
変
化
が
激
し
い
場
所
で
の
難
工

事
で
あ
っ
た
。
取
水
堰
の
設
置
場
所
は
浸
蝕
が
激
し

く
、
年
々
数
百
メ
ー
ト
ル
後
退
し
な
が
ら
、
遂
に
村
落

ま
で
至
り
、
約
三
km
に
及
ぶ
護
岸
工
事
に
加
え
、
河

道
安
定
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
上
流
で

分
流
が
発
生
し
た
り
、
砂
州
が
移
動
し
た
り
で
、
河

道
整
備
の
完
成
は
延
期
さ
れ
て
い
た
。

現
在
の
カ
チ
ャ
ラ
堰
が
約
一

0
k
m
上
流
に
置
か
れ
る

と
、
観
察
を
続
け
な
が
ら
計
画
が
練
ら
れ
て
き
た
。
不

安
定
河
道
の
焦
点
は
、
ミ
ラ
ー
ン
堰
上
流
、
約
七
〇

0
メ
ー
ト
ル
（
カ
チ
ャ
ラ
護
岸
八
km
地
点
）
に
あ
る
河
床

で
あ
る
。
二

0
10
年
の
大
洪
水
の
際
、
膨
大
な
砂
利

堆
積
が
発
生
、
幅
―

1
0
0
メ
ー
ト
ル
の
河
床
が
著
し

く
高
く
な
り
、
こ
こ
を
頂
点
と
し
て
扇
状
地
に
類
似

し
た
複
数
の
河
道
、
多
列
砂
州
が
形
成
さ
れ
た
。
現

ミ
ラ
ー
ン
堰
は
、
そ
の
比
較
的
浅
い
河
道
の

一
っ
を
固

定
さ
せ
て
取
水
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
砂
州
を
連
続

さ
せ
て
全
体
を
堰
に
見
立
て
、
河
岸
側
は
膨
大
な
巨

堰幅444mのミラーン堰全景。取水口に向かう河道が安定するよう、

護岸には多数の石出し水制が施された。砂州上にはヤナギによる粗

染（そだ）柵エが見られる。 (2017年6月14日）
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ミラーン村落

タ翠赴ゥクチー ／てこ冷へ4村百

7 呵”‘
8 ・ A 

9/・;，̀’r、うこ
河道③A

砂州3

砂州2

①
 

取水門

河道④

ミラーン堰概要（鳥鰍図）

砂州4

ミラーン堰

PヽMS護岸線
主幹水路

゜
沈砂池

ヽ

発生分流 排水路

クナール河・ミラーン堰周辺河道と護岸工事
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至寺内ダム
（朝倉市）
・・・・・・・・・・・・・・・●●● ●ー・・・・・・・
大刀洗町）

鳥飼村 「『
介 嘔 ．．．．-..

・・・・・・・ 
〒 ・K路へ祁i,l< ―ー・̀

） 
叩泊・̀.、

書、
ヽ.. 

→..~、/／

路

旧床島・恵利堰概念図

、9 ぺ 呵,..
≪ .. 

"". 鴫字
サ響

”.1.2̀:w ` .• , 
「筑後川地図」より恵利堰周辺

(1819年作成の絵図を1937年に模写したもの。久留米市中央図吾館蔵）

長川

(.鳥^

礫
で
水
制
護
岸
を
施
し
、
水
制
端
に
沿
っ
て
発
生
す

る
深
掘
れ
を
利
用
、
小
河
道
の
安
定
を
図
っ
た

(
5
頁

上
下
図
参
照
）
。

こ
の
「
八

km
地
点
」
は
年
々
、
対
岸
カ
チ
ャ
ラ
堰

流
域
の
ベ
ラ
村
側
で
氾
濫
を
く
り
か
え
し
、
新
た
な

分
流
を
作
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
を
放
置

す
れ
ば
、
や
が
て
大
き
な
流
れ
が
ベ
ラ
村
を
貫
通
し
、

ミ
ラ
ー
ン
堰
の
取
水
が
途
絶
え
る
可
能
性
が
高
い
。

完
璧
な
も
の
で
な
い
に
せ
よ
、
対
岸
の
氾
濫
と
砂

利
堆
積
を
避
け
、
現
河
道
の
状
態
を
維
持
す
る
に
は
、

砂
利
吐
き

(11
洪
水
吐
き
）
を
備
え
た
斜
め
堰
が
最
も

優
れ
て
い
る
。
筑
後
川
の
恵
利
堰
が
、
本
河
道
の
状
態

に
酷
似
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
が
、
山
田

堰
と
異
な
り
、
膨
大
な
石
材
を
主
流
に
投
じ
て
、
取

｀
 

．．
 ．．
 ．
 

中
村
哲
：
・
九
州
大
学
医

学
部
卒
。
専
門
11
神
経
内

科
（
現
地
で
は
内
科
・
外
科

も
こ
な
す
）
。
国
内
の
病
院

勤
務
を
経
て

一
九
八
四
年

パ
キ
ス
タ
ン
の
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧
北

西
辺
境
州
）
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
ハ
ン
セ
ン

病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
貧
困
層
の
診
療
に

携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業

を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所

を
開
設
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院
P
M
S
を
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
っ

だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所

を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
開
始
。
二

0
0
0年
以
降

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
干
ば
つ
対
策
の
た
め

の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作

業
地
千
六
百
力
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
0

二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興

計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
開
始
、

0
三
年
三
月
か

ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
し

‘
-0
年
三
月
全
長

約
二
五
キ
ロ
が
開
通
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
年
間

診
療
数
約
四
七
、

0
0
0人
（
二

0
一
八
年
度
）
。

水
と
い
う
よ
り
は
、
引
き
込
み
河
道
の
水
位
を
保
と

う
と
し
た
も
の
ら
し
い
。
複
数
の
砂
州
を
連
結
し
た

点
も
よ
く
似
て
い
る
。
現
在
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堰
に

変
わ
っ
て
い
る
。

実
際
の
施
工
技
術
の
上
で
は
、
斜
め
堰
の
建
設
と

大
差
は
な
い
。
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私
は
ジ
ュ
マ
グ
ル
の
息
子
で
、
ド
ク
タ
ー
・
ハ

フ
ィ
ズ
で
す
。

―
1
0
0五
年
に
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
医
学
校
を
卒
業

し
、
同
年
P
M
S
に
医
師
と
し
て
入
職
し
ま
し
た
。

最
初
の
一
一
年
間
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院
で
勤
務
し

ま
し
た
。
―

1
0
0六
年
に
チ
ト
ラ
ー
ル
の
ラ
シ
ュ

卜
診
療
所
で
働
い
た
後
、
二

0
0七
年
七
月
に
ダ

ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
に
赴
任
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
の
日
々
の
活
動
に
つ

い
て
、
少
し
お
話
し
致
し
ま
す
。

こ
の
診
療
所
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は

B
H
C
（
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
）
で
、
診
療
対
象
地
域

は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
方
の
ア
ム
ラ
村
と
カ
ラ
イ
シ

ャ
ヒ
村
で
、
人
口
は
一
一
五
、
八
七
二
人
で
す
。
し

か
し
患
者
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
全
土
か
ら
や
っ
て
き

貧
し
い
人
々
の
た
め
に

P
M
S
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
医
師

ハ
フ
ィ
ズ
ウ
ラ
ー

ニ
四
時
間
、

無
料
で
診
察
し
ま
す

◎
珊
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

ま
す
。
そ
れ
は
我
々
が
一
一
四
時
間
体
制
で
診
療
し
、

質
の
良
い
薬
剤
を
選
ん
で
処
方
し
て
い
る
か
ら
で

す。
診
療
所
の
役
割
と
し
て
は
、
①
一
般
外
来
診
察
、

②
検
査
、
③
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
④
母
子
保
健
、
⑤

結
核
の
診
断
お
よ
び
治
療
、
⑥
看
護
、
で
す
。

こ
れ
ら
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
貧
し
い
人
々
の
た
め
に
、
二
四
時
間
無
料
で
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
々
の
診
察
・
検
査
な
ど

毎
日
、
ま
ず
朝
礼
で
出
勤
者
の
確
認
を
し
た
あ

と
外
来
患
者
の
診
察
を
開
始
し
ま
す
。

【
外
来
】
外
来
患
者
の
診
察
は
、
私
と
ド
ク
タ
ー

ハ
ミ
ド
ゥ
ラ
ー
の
一
―
名
の
医
師
で
行
っ
て
い
ま
す
。

診
察
時
間
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
と
し
、

女
性
と
男
性
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
は
男
性
息
者
を
、
ハ
ミ
ド
ゥ
ラ
ー
医
師
は

女
性
患
者
の
診
察
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
互
い

に
協
力
し
合
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。

【
検
査
】
検
査
技
師
が
一
一
名
お
り
、
以
下
の
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
便
・
尿
検
査
、
血
球
検
査
、
マ

ラ
リ
ア
、
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
、
妊
娠
検
査
、
喀
痰

と
ま
つ

の
抗
酸
菌
塗
抹
検
査
等
で
す
。

2014年にシェイワ郡から、地域への貢献に対して感謝状が中村医師や診療

所職員たちに授与された。右端がハフィズ医師

【
ワ
ク
チ
ン
】
こ
の
部
署
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
二
名
お
り
、
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
を
当

診
療
所
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

①
妊
娠
年
齢
女
性
へ
の
破
傷
風
ワ
ク
チ
ン

②
B
C
G
、
B
型
肝
炎
、
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
、
麻
疹
、
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
、

不
活
性
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
五
歳
位
の
児
童

向
け
）

【
母
子
保
健
】
助
産
師
が
一
名
お
り
、
以
下
の
サ
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用
水
路
の
恵
み

私
は
ア
ブ
ド
ル
ガ
フ
ー
ル
の
息
子
で
ヤ
ー
ル
モ

ハ
マ
ド
と
い
い
ま
す
。

P
M
S
で
働
い
て
い
ま
す
。

一
九
七
九
年
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
侵
攻
に
よ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
ア
フ
ガ
ン
人
が

家
を
失
い
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
に
よ
っ
て
引
き
裂

か
れ
た
国
で
生
き
る
の
は
本
当
に
大
変
な
こ
と
で

し
た
。
多
く
の
人
が
近
隣
諸
国
に
逃
げ
て
行
き
ま

P
M
S
職
員
・
現
場
監
督

ヤ
ー
ル
モ
ハ
マ
ド

職
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
感
謝

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

①
出
産
前
ケ
ア
と
出
産
後
ケ
ア

②
家
族
計
画
及
び
分
娩

【
看
護
】
看
護
部
に
は
経
験
の
豊
富
な
専
門
看
護

師
が
お
り
、
彼
ら
は
小
外
科
手
術
、
外
傷
処
置
、
注

射
が
で
き
ま
す
。

【
結
核
診
断
／
治
療
】
検
査
技
師
一
一
名
の
う
ち
一

名
は
結
核
専
門
で
、
国
の
結
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
感
染
予
防
の
た
め

別
室
を
設
け
て
隔
離
し
、
喀
痰
採
取
や
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ご
支
援
く
だ
さ
る
日
本
の
皆
さ
ま
に

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
困
窮
す
る

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
た
め
に
、
ご
支
援
を

継
続
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。

し
た
。
私
も
そ
の
一
人
で
し
た
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
状
況
が
落
ち
着
い
た
頃
、
二

0
0
一
年
に

故
郷
に
戻
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
食
べ
物
や
住
む
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な

く
、
仕
事
が
な
い
こ
と
に
も
苦
し
み
ま
し
た
。
ニ

年
間
失
業
状
態
が
続
き
、
経
済
的
に
も
困
難
に
直

面
し
ま
し
た
。
．
最
終
的
に
、
私
は
再
び
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
か
ら
隣
国
へ
出
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
幸
い
な
事
に
ジ
ャ
リ
バ
バ
か
ら
ガ
ン

ベ
リ
沙
漠
へ
と
続
く
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
建

設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
水
路
工
事
に
よ
っ
て

多
く
の
人
が
仕
事
を
得
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
シ
ェ
イ
ワ
郡
の
住
民
の
多
く
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

も
二

0
0三
年
六
月
七
日
に
屈
用
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
多
く
の
村
落
を
通
っ

て
流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
用
水
路
が
で
き

る
前
、
こ
れ
ら
の
村
々
で
は
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ

飲
み
水
も
な
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
用
水
路
完
成
後
は
、
た
く
さ
ん
の
未
開
墾
地

が
農
地
に
変
わ
り
、
現
在
で
は
上
下
流
域
の
土
地

が
開
墾
さ
れ
て
あ
ら
ゆ
る
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。技

術
を
習
得
す
る
こ
と
が
大
切

懸
命
に
働
い
て
き
た
人
は
、

専
門
技
術
者
と
し

(13
頁
に
つ
づ
く
） 蛇籠積みの作業員たちと打ち合わせをするヤールモハマド現場監督（中央）
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【特集】ハチミツの複l収穫が行われました！

PMSガンベリ農場では初となるハチミツの収穫が行われた (2019年4月25日）

↑蜜蓋をそぎ落とし、溜まった蜜を取り出す。

／分離機からゆっくりと流れ出る蜜を回収。笑顔のジア医

師（右）とディダール技師。

→巣箱50個から約300kgのユーカリのハチミツを収穫。ユ

ーカリ、オレンジ、 ビエラと時期毎に異なる種類のハチミッ

を生産予定。将来的には巣箱200箱まで増やす計画だ。

(2019年6月1日）
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地図は『天、共に在り』（中村哲著／NHK出版）より転位し追記しています

D
地
区
(1
6
0
0
1
2
3
5
0
m
地
点
）

◎
カ
ラ
ー
連
戟

マル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
を
行
く
③

マルワリード D地区の沈砂池。周辺にはヤナギやユーカリなどが植えられている (2010年3月29日）

アーチ状に造られた D沈砂池の三連送水門(2010年1月3日） 建設中の D沈砂池 (2005年3月10日）
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洪水などが影醤し、河の主流が国道を浸食。 D地区近傍 (2003年7月23日）

上写真のやや上流。水制を用い浸食を防ぐ (2006年12月3日）
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↑マルワリード用水路により水が引かれたカンレイ村の水田。今年はPMS作業

地全体で水稲栽培が盛大で、印象では全耕地の40~50％を占める。溢れる緑

と農地の目覚ましい拡大に一同励まされた (2019年7月3日）

←16年前のスランプール平野 (2003年6月2日）

↓現在のスランプール平野。木々の緑が深くなっている (2019年7月3日）
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子
供
た
ち
の
靴
が
買
え
る
喜
び

私
は
デ
ィ
ダ
ー
ル
と
言
い
ま
す
。
一
九
七

0
年

に
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
五
歳
の
時
に
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

父
に
は
私
の
靴
を
買
う
お
金
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
て
も
寒
い
日
に
裸
足
で
学
校
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
、
子
供
な
が
ら
に
い
つ
か

靴
を
履
い
て
学
校
に
行
き
た
い
と
願
っ
た
も
の
で

P
M
S
職
員
・
エ
ン
ジ

ニ
ア

デ
イ
ダ
ー
ル
ム
シ
ュ
タ
ク

貧
し
か
っ
た

少
年
時
代
と
現
在

て
認
め
ら
れ
、
技
術
を
伝
達
す
る
教
師
と
し
て
も

P
M
S
の
重
要
な
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
ク

タ
ー
中
村
は
、

P
M
S
の
全
職
員
に
様
々
な
職
業

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
は
蛇
籠
づ
く
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
、
多

く
の
腕
の
良
い
作
業
員
を
育
て
て
来
ま
し
た
。
現

在
、
彼
ら
は
蛇
籠
作
り
の
技
能
を
習
得
し
、
そ
の

技
術
に
よ
っ
て
立
派
に
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

蛇
籠
づ
く
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
我
々

以
外
の
多
く
の
者
も
、
ド
ク
タ
ー
中
村
か
ら
建
設

工
事
、
農
業
、
家
畜
の
飼
育
な
ど
様
々
な
領
域
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
お
陰
で

今
、
我
々
は
ど
こ
で
で
も
働
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

中
村

(
P
M
S
)
方
式
に
基
づ
く
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

用
水
路
建
設
か
ら
得
た
経
験
を
も
と
に
、
カ
シ
コ

ー
ト
、
シ
ェ
イ
ワ
、
シ
ギ
、
ミ
ラ
ー
ン
、
カ
シ
マ

す。
何
と
か
高
校
を
卒
業
し
て
大
学
（
工
学
部
）
に

入
学
で
き
た
時
は
本
当
に
嬉
し
く
、
こ
れ
か
ら
は

国
を
愛
し
、
母
国
の
人
々
そ
し
て
人
類
に
奉
仕
し

て
い
く
こ
と
を
切
望
し
ま
し
た
。

在
籍
中
、
家
庭
の
経
済
状
況
が
悪
い
た
め
に
ペ

ン
や
ノ
ー
ト
を
買
う
お
金
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
建
設
会
社
に
行
っ
て
空
の
セ
メ
ン
ト
袋
を

も
ら
っ
て
来
て
、
そ
の
紙
を
ノ
ー
ト
代
わ
り
に
使

っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
、
短
期
間
P
M
S
と
は
別
の

N
G

0
で
働
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
―

1
0
0
1
―
年
に
ナ

ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
水
源
確
保
事
業
を
開
始
し
て
い

た
P
M
S
で
働
き
始
め
ま
し
た
。

現
在
私
に
は
息
子
四
人
、
娘
三
人
、
計
七
人
の

子
供
が
い
ま
す
。
四
歳
の
子
以
外
は
学
校
に
行
っ

て
い
ま
す
。

P
M
S
の
お
か
げ
で
自
分
の
子
供
達

ラグマン州で用水路建設予定地の測塁をするディダール技師。マルワリード用

水路に着工する前の様子と似ているとの感想 (2019年7月3日）

バ
ー
ド
、
カ
マ
ー
、

の
堰
・
用
水
路
が
、

設
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
日
本
の
皆
様
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
、
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
国
民
へ
の
経
済
支
援
を
本
当
に
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
感
謝
を
込
め
て
。

カ
マ

II
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

II

P
M
S
に
よ
っ
て
設
計
、
建
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P
M
S
職
員
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

モ
ハ
マ
ド
フ
ァ
ヒ
ー
ム
シ
ェ
ル
ザ
ド

地
域
住
民
の
た
め
に

暑
さ
を
忘
れ
て
働
く

カ
マ
郡
に
は
七
、

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

が
あ
り
ま
し
た
が
、

P
M
S
建
設
の
取
水
口
が
出

来
る
前
は
灌
漑
設
備
に
問
題
が
あ
り
、
住
民
は
十

分
な
水
を
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

P
M
S
が
カ
マ
取
水
口
を
設
計
し
建
設
し
た
と
こ

ろ
、
農
地
に
充
分
な
水
が
行
き
渡
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
冬
の
乾
燥
期
に
は
水
路
に
小
さ

な
問
題
が
生
じ
て
水
不
足
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

私
は
モ
ハ
マ
ド
ナ
イ
ー
ム
の
息
子
で
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
フ
ァ
ヒ
ー
ム
と
言
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
各
地
で
の
、

P
M

S
の
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
働
い
て
来
ま
し
た
。

P
M
S
は
、
カ
ー
ブ
ル
・
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
間

カ
マ
取
水
口
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

に
服
や
靴
を
買
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

し
た
。
―

1
0
一
七
年
末
に
、
ド
ク
タ
ー
中
村
の
指

示
の
も
と
、
カ
マ
取
水
口
の
調
査
を
開
始
し
大
改

修
工
事
が
計
画
さ
れ
、
一
一
年
後
の
今
春
に
完
成
し

ま
し
た
。
現
在
、
水
路
は
ど
の
よ
う
な
条
件
下
で

も
充
分
な
水
を
供
給
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
取
水
口
の
改
修
に
は
「
P
M
S
取
水
方

式
」
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
大
統
領
は
政
府
関
係
各
省

に
対
し
、
ア
フ
ガ
ン
全
土
の
す
べ
て
の
用
水
路
と

取
水
口
に

P
M
S
方
式
を
用
い
る
よ
う
、
行
政
命

令
を
発
令
し
ま
し
た
。
工
事
に
携
わ
っ
た
者
と
し

て
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

の
国
道
沿
い
の
ラ
グ
マ
ン
州
カ
ル
ガ
イ
郡
に
あ
る

ア
リ
ア
ス
ヘ
イ
ル
の
用
水
路
の
た
め
調
査
を
計
画

し
、
二

0
一
九
年
六
月
に
調
査
員
を
選
任
し
ま
し

た
。
私
も
そ
の
中
に
選
ば
れ
、

F
A
0
(
国
連
食

糧
農
業
機
関
）
と
共
同
で
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
開
始
に
当
た
っ
て
地
域
住
民
や
州
政
府
機
関

と
協
議
を
し
た
と
こ
ろ
、
本
計
画
に
大
変
満
足
し

て
も
ら
え
、
協
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

本
調
査
は
マ
シ
ャ
ラ
地
域
か
ら
ソ
ル
ハ
カ
ン
地

域
ま
で
の
一
一
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
四
十
日

間
の
行
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
用
水
路
の
要

素
と
し
て
欠
か
せ
な
い
サ
イ
フ
ォ
ン
、
分
水
路
、
橋

な
ど
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
計
器
類
、

G

P
S
や
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
測
量
機

器
を
使
用
し
ま
し
た
。

調
査
期
間
中
は
大
変
暑
か
っ
た
の
で
す
が
、
地

域
住
民
の
た
め
に
、
と
い
う
思
い
で
夢
中
だ
っ
た
の

で
、
暑
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
村
先
生
の
理
念
『
誰
も
行
か
な
い
と
こ
ろ
へ

こ
そ
、
我
々
は
行
き
、
そ
こ
で
働
く
』
を
格
言
と

し
、
こ
れ
を
支
え
に
し
て
私
た
ち
は
日
々
働
い
て

い
ま
す
。

マルワリードII護岸工事現場で測量中のファヒーム技師 (2019年9月4日）
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マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
沿
い
の
丘
の
上
に
て

日
本
電
波
ニ
ュ
ー
ス
社

谷
津
賢
二

二

0
一
九
年
四
月
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
強
い
日
差
し
の
中
、
私
は

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
沿
い
の
丘
の
上
に
立
ち
ま

し
た
。
私
の
眼
前
に
は
鮮
や
か
な
緑
の
大
地
が
広

が
り
、
心
が
浮
き
立
つ
の
が
わ
か
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
今
回
の
訪
問
は
三
年
半
ぶ
り
、
前

回
も
同
じ
こ
の
丘
に
立
ち
、
す
で
に
緑
に
覆
わ
れ

た
大
地
を
見
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
何
か
が

少
し
違
う
感
じ
が
し
た
の
で
す
。
そ
の
違
い
が

「
音
」
か
も
し
れ
な
い
と
気
付
く
の
に
時
間
は
か
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
緑
を
渡
る
風
に
乗
り
、
私
の

耳
に
さ
ま
ざ
ま
な
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
仕
事

を
す
る
男
た
ち
の
威
勢
の
よ
い
声
、
遊
ぶ
子
供
た

ち
の
歓
声
、
牛
や
鶏
の
鳴
き
声
、
そ
し
て
小
鳥
の

さ
え
ず
り
。
こ
う
し
た
音
と
美
し
い
緑
は
濃
密
な

命
の
気
配
を
生
み
出
し
、
そ
の
気
配
に
私
は
圧
倒

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
物
の
農
村
が
蘇
っ
た
の
だ

と
感
じ
ら
れ
た
と
た
ん
、
私
の
心
は
揺
さ
ぶ
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
中
村
医
師
と
P
M

ア
フ
ガ
ン
訪
間
記

|
「
人
と
自
然
の
和
解
」
を
実
感

今
回
の
私
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
訪
問
に
は
映
像

記
録
以
外
に
も
う
―
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
福
岡
県
朝
倉
市
の
徳
永
哲
也
さ
ん
の
現
地

訪
問
の
お
供
を
す
る
こ
と
で
し
た
。
徳
永
さ
ん
は

P
M
S
用
水
路
取
水
堰
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
筑
後

川
の
山
田
堰
を
、
お
よ
そ
三
百
年
間
守
り
続
け
て

山
田
堰
土
地
改
良
区
理
事
長

徳
永
哲
也
さ
ん
と
共
に

S
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
さ
ん
が
心
に
思
い
描

い
て
い
た
、
人
々
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
な
の
だ
と

実
感
し
た
の
で
す
。

そ
の
同
じ
時
、
自
分
が
目
撃
し
て
き
た
過
去
の

光
景
を
思
い
出
し
て
も
い
ま
し
た
。
私
は
一
九
九

八
年
に
中
村
医
師
の
活
動
を
記
録
し
始
め
、
以
来

―
―
一
年
間
、
断
続
的
に
こ
の
地
の
変
化
を
見
つ
め

て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
、
こ
の
地
域
一
帯
は
干
ば

っ
と
戦
乱
で
、
命
の
気
配
ど
こ
ろ
か
、
命
そ
の
も

の
が
奪
わ
れ
た
大
地
で
し
た
。

私
が
記
録
し
た
の
は
、
ひ
び
割
れ
た
大
地
と
水

す
べ

な
し
地
獄
の
中
で
為
す
術
の
な
い
人
々
、
そ
の
頭

上
を
飛
ぶ
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
荒
れ
野
を
疾
走

す
る
装
甲
車
の
姿
で
し
た
。
そ
の
時
、
荒
れ
野
が

緑
濃
き
大
地
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
誰
が
想
像
出
来

た
で
し
ょ
う
か
。

今、

P
M
S
の
用
水
路
群
は
自
然
に
溶
け
込
み
、

静
か
に
水
を
運
ん
で
い
ま
す
。
あ
た
か
も
数
百
年

前
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
水
を
運
び
続
け
た
水

路
の
よ
う
に
。

••. I • . •• ·• ,,.--· :-i;.,.. 
. _,. 

＇ 
9. • . .. ; ,., -, 9. ．、．；，，，

荷台一杯に積んだ木切れを運ぶ手伝いをする村の子供たち（撮影：谷津賢二）

き
た
水
利
組
合
の
理
事
長
。
中
村
医
師
の
活
動
に

さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
し
て
き
た
方
で
、
長
年
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
訪
問
を
望
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
年
よ
う
や
く
訪
問
の
機
会
が
訪
れ
た
の

で
す
。日

本
を
出
発
し
、
四
日
か
け
て
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー

ド
に
到
着
。
ま
ず
、
徳
永
さ
ん
と
私
が
中
村
医
師

に
導
か
れ
た
の
は
、
ガ
ン
ベ
リ
農
場
。
今
は
麦
が

育
ち
見
渡
す
限
り
緑
の
農
場
で
す
が
、
十
年
前
ま

で
沙
漠
だ
っ
た
場
所
で
す
。
写
真
や
映
像
と
は
違

い
、
自
分
の
足
で
現
地
を
訪
れ
た
徳
永
さ
ん
の
感
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激
ぶ
り
が
私
に
も
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

後
、
山
田
堰
を
モ
デ
ル
と
し
た
取
水
堰
を
訪
れ
ま

し
た
。
こ
の
季
節
に
し
て
は
ク
ナ
ー
ル
河
の
水
量

は
多
く
、
訪
れ
た
カ
マ

I
堰
も
カ
マ

II
堰
も
そ
の

姿
は
水
の
中
、
片
鱗
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

川
面
の
激
し
い
白
波
の
下
の
、
揺
る
が
ぬ
堰
の
威

容
は
十
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ふ
と
徳
永
さ
ん
に
目
を
や
る
と
、
そ
れ
ま
で
感

激
で
饒
舌
に
な
っ
て
い
た
徳
永
さ
ん
が
本
当
に
静

か
な
の
で
す
。
水
門
の
端
に
立
ち
じ
っ
と
目
を
凝

ら
し
、
堰
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。
私
は
そ
っ
と
徳

iW‘ 

ガンベリ濃場の麦畑 (2019年4月。撮影：谷津賢二）

永
さ
ん
に
近
づ
き
ま
し
た
が
、
黙
っ
た
ま
ま
で
す
。

そ
し
て
徳
永
さ
ん
の
目
に
、
薄
っ
す
ら
と
涙
が
見
え

た
の
で
す
。
徳
永
さ
ん
た
ち
が
守
り
続
け
て
き
た

山
田
堰
が
、
時
と
場
所
を
変
え
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
生
ま
れ
、
人
々
の
命
を
支
え
て
い
る
事
実
の

前
に
、
圧
倒
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

も
安
全
と
は
言
え
な
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
足
を

運
ん
だ
徳
永
さ
ん
の
思
い
が
、
そ
の
後
ろ
姿
か
ら

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
徳
水
さ
ん
は
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
オ
レ

ン
ジ
の
木
の
剪
定
方
法
を
指
導
、
日
本
の
や
り
方

に
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
は
皆
さ
ん
興
味
津
々
で

し
た
。
農
場
で
は
麦
や
野
菜
の
栽
培
以
外
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

―
つ
は
徳
永
さ
ん
が
指
導
し
た
オ
レ
ン
ジ
栽
培
゜

す
で
に
二
万
本
の
木
が
育
ち
、
手
入
れ
と
実
り
を

待
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
オ
レ
ン
ジ
の
一
大
産

地
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

も
う

―
つ
は
養
蜂
。
す
で
に
巣
箱
も
用
意
さ
れ
、

準
備
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
た
ち
が
目

指
す
の
は
オ
レ
ン
ジ
の
花
。
日
本
で
は
ミ
カ
ン
の

蜂
蜜
は
少
な
い
そ
う
で
す
が
、
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で

は
有
機
栽
培
の
広
大
な
オ
レ
ン
ジ
畑
が
あ
り
ま
す
。

爽
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
の
蜂
蜜
が
味
わ
え
る
日
も
近

い
で
し
ょ
う
。

徳
永
さ
ん
が
山
田
堰
の
理
事
長
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
ア
フ
ガ
ン
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
と

い
う
そ
の

一
生
懸
命
な
姿
に
、
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ

ッ
フ
か
ら
深
い
敬
意
が
示
さ
れ
、
大
歓
迎
の
う
ち

そ
の
間
、
私
は
あ
る
こ
と
を
考
え
続
け
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
十
年
ほ
ど
中
村
医
師
が
静

か
に
口
に
し
、
繰
り
返
し
書
き
記
し
て
い
る
言
葉

に
つ
い
て
で
す
。
「
人
と
自
然
の
和
解
」
。
こ
の
言

葉
を
私
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
日
本
で
も
、
何

度
も
聞
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
言

葉
の
真
意
を
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
で
い
ま
し

た
。
人
と
自
然
が
和
解
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。
「
人
が
自
然
を
守
る
」
の
で
も
な
く
、

「
人
と
自
然
が
共
生
」
す
る
で
も
な
く
、
「
人
と
自

「
人
と
自
然
の
和
解
」
と
は

に
十
日
間
の
訪
問
は
過
ぎ
ま
し
た
。

10年前、 2009年12月のガンベリ沙漠。撮影中の谷津さん
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中村哲医師の著作等

ア7ガン・緑の大地計画
伝統に学ぷ灌漑工法と甦る農業 ［改訂版】

PeaceUapan) Medical Services＆ペシャワール会

B5判並製・256頁・オールカラー 1700円（税込）

以下はすべて本体価格（税別）です

医者、用水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に挑む

1800円

2000円ダラエ•ヌールヘの道
ペシャワールにて

辺境ぐ診る辺境から見る

医者井戸を掘る

医は国境を越えて 2000円

“風社！屈岡市中央区渡辺通2-3-24
電話092(711)4838

人は愛するに足り、真心は

信ずるに足るアフガンとの約束

中村哲／澤地久枝（聞き手） 2100円

岩波書店認瓢盟畠；；；；ツ橋2-5-5

瓦共に在り習為誓
中村哲 1600円

NHK出版東京都渋谷区字田川町41-1
電話03(3<!64) 7311 

アフガニスタン 22

旦9!；ィ： 口I

1800円

1800円

1800円

ガンベリ晨場を望む丘の上で。中村医師、パチャグ
ル氏とともに （中央が谷津さん）

然
が
和
解
」
す
る
。

私
は
今
回
、
思
い
切
っ
て
中
村
医
師
に
問
う
て

み
た
の
で
す
。
「
人
と
自
然
が
和
解
す
る
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
。
中
村
医

師
は
こ
う
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
自
然
を
人
格
と

捉
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
和

解
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
。

自
然
を
物
言
わ
ぬ
も
の
と
し
て
捉
え
る
と
、
人

間
は
自
然
か
ら
欲
望
の
ま
ま
に
恵
み
を
無
限
に
奪

い
取
る
。
し
か
し
、
自
然
に
人
格
が
あ
る
と
捉
え
、

自
然
と
対
話
し
恵
み
の
一
部
を

人
が
受
け
取
ら
せ
て
も
ら
う
。
私

は
自
分
な
り
に
「
人
と
自
然
の
和

解
」
を
、
簡
単
で
す
が
、
こ
う
理

解
し
ま
し
た
。
そ
し
て
人
と
自
然

が
和
解
す
る
こ
と
で
初
め
て
「
未

来
の
希
望
」
が
生
ま
れ
る
の
だ
と

感
じ
た
の
で
す
。

暗
い
世
相
、
未
来
へ
の
不
安
が

あ
る
中
で
、
中
村
医
師
が
進
め
る

活
動
と
言
説
の
中
に
こ
そ
、
力
強

い
未
来
の
希
望
を
見
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

帰
国
間
際
、
私
は
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
沿
い

の
丘
の
上
に
再
び
立
ち
、
緑
の
沃
野
を
も
う
一
度

目
に
し
た
時
に
気
づ
い
た
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が

「
人
と
自
然
の
和
解
」
な
の
だ
と
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
し
ハ
ガ
キ
（
官
製
ハ

ガ
キ
・
年
賀
ハ
ガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送

り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
外
国
の
切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
寄
付
を

L
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お

送
り

L
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
—
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き

に
お
使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が

つ
い
て
い
ま
す
）
。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
事

務
局
に
お
申
し
越
し
下
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

A
3
変
形
を
四
折
り
し
た
も
の
で
、
長
形
の
定
形

封
筒
に
入
る
カ
ラ
—
版
で
す
。
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
会
報
等
は
受
け
取
る
意
思
の
あ
る
方
へ
の
配

布
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等

は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
）
。
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同
外
圧
で
な
く
、
納
得
で
き
る
言
葉
で

「
報
告
に
女
性
が
登
場
し
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ

る
が
、
述
べ
に
く
い
の
に
は
訳
が
あ
る
。

二
0
0
一
年
、
米
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
進

駐
し
て
間
も
な
く
、
性
差
別
の
問
題
が
盛
ん
に
論

議
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
女
性
の
地
位
向
上
が

叫
ば
れ
、
女
子
児
童
の
就
学
率
か
ら
職
業
ま
で
見

直
さ
れ
、
「
イ
ス
ラ
ム
の
後
進
性
」
が
盛
ん
に
攻
撃

さ
れ
た
。
国
連
や
外
国
N
G
o
（
非
政
府
組
織
）
は

女
性
職
員
の
割
り
当
て
を
増
や
し
、
率
先
し
て
範

を
垂
れ
た
。

そ
の
直
前
ま
で
タ
リ
バ
ン
旧
政
権
が
女
学
校
を

禁
止
し
、
医
師
以
外
の
女
性
の
就
労
を
制
限
し
て

い
た
か
ら
だ
。
折
か
ら
性
差
別
が
世
界
的
な
問
題

に
な
っ
た
時
期
だ
っ
た
の
で
、
権
力
を
得
て
勢
い

に
乗
っ
た
外
国
勢
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
凄
ま
じ
い

も
の
が
あ
っ
た
。
ま
る
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る

こ
と
が
悪
い
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
さ

え
横
行
し
た
。

我
々

P
M
S
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
は
「
生

命
と
水
」
を
前
面
に
掲
げ
、
こ
の
よ
う
な
思
想
・

文
化
方
面
の
動
き
と
は
別
の
次
元
で
動
い
て
い
た
。

米
軍
進
駐
を
経
た
後
、
多
く
の
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
」

の
主
題
は
「
物
心
両
面
に
お
け
る
近
代
化
」
と
言

え
た
が
、
旧
ソ
連
の
侵
攻
(
-
九
七
九
年
）
以
来
、

当
地
で
進
め
ら
れ
た
近
代
化
の
実
態
を
眺
め
て
き

た
身
に
は
、
ど
こ
か
で
見
た
光
景
に
思
え
、
素
直

に
同
調
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

ア
フ
ガ
ン
人
に
と
っ
て
イ
ス
ラ
ム
教
と
は
人
間

の
皮
胄
以
上
に
密
接
な
も
の
で
、
生
活
の
隅
々
ま

で
を
律
す
る
精
神
文
化
だ
。
そ
の
中
に
女
性
の
地

位
向
上
を
肯
定
す
る
考
え
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

外
圧
で
な
く
、
彼
女
た
ち
が
納
得
で
き
る
言
葉
で

語
ら
れ
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
二

0
0
0年
の
大
干

ば
つ
後
に
襲
っ
た
あ
の
飢
餓
地
獄
の
中
で
、
時
流

に
乗
り
、
権
力
を
背
景
に
こ
ぶ
し
を
振
り
上
げ
る

こ
と
に
快
か
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
て
い
た
。

回
地
縁
と
血
縁
が
社
会
の
全
て

我々の作業地は、パシュトゥン（パター

ン）民族の世界である。パシュトゥンはア

フガニスタン最大の民族で、人口二千万と

も言われ、パキスタン北西部にも一千万人

が国境を挟んで住む世界最大の部族社会だ。

少数山岳民族もいるが、圧倒的多数のパシ

用
水
路
と
女

p 性
慇 fこ

iち

・り
g総 働労

贋 と
＜ 感
シャ 染`・ヮ 症
l か
文云 ら
塁 の

岱 悶
中
村

哲

ュ
ト
ゥ
ン
と
共
に
―
つ
の
文
化
圏
を
成
す
。
「
ワ
タ

ン
（
故
郷
11
地
縁
）
と
カ
オ
ミ
（
血
縁
）
が
社
会
の

全
て
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、
部
族
社
会
の
様
相
を

色
濃
く
反
映
し
、
閉
鎖
的
な
農
村
は
自
治
性
が
強

く
、
実
態
は
外
部
に
伝
わ
り
難
い
。

こ
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
民
族
の
女
性
の
外
出
着
が

「
ブ
ル
カ
」
で
、
顔
付
近
に
網
目
の
窓
を
残
し
た
布

で
全
身
を
す
っ
ぽ
り
と
覆
う
。
厳
し
い
男
女
隔
離

お
き
て

の
掟
が
あ
り
、
日
本
で
は
刑
が
軽
す
ぎ
る
婦
女
暴

行
は
普
通
、
死
罪
で
あ
る
。

か
つ
て
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
民
族
で
構
成
さ
れ
る
タ

リ
バ
ン
が
、
こ
の
衣
装
を
首
都
カ
ブ
ー
ル
で
強
制
し

て
物
議
を
醸
し
た
。
西
側
で
は
「
女
性
抑
圧
の
象

徴
」
と
し
て
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
張
ら
れ
て
過

熱
、
パ
リ
な
ど
で
は
公
園
の
彫
像
に
ブ
ル
カ
を
被

ゃ

ゅ

せ
て
椰
楡
し
、
被
り
物
一
切
が
禁
止
さ
れ
た
。
だ

が
実
は
ア
フ
ガ
ン
東
部
の
女
性
の
伝
統
的
な
外
出

着
に
す
ぎ
な
い
。

元
々
「
個
人
」
や
「
自
由
」
と
い
う
考
え
は
ア

フ
ガ
ン
農
村
で
薄
か
っ
た
。
血
縁
・
地
縁
社
会
の

中
で
、
い
か
に
家
族
全
体
の
安
泰
を
図
る
か
が
関

心
事
だ
。
男
も
女
も
、
子
供
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役

割
を
担
っ
て
そ
の
文
化
の
中
で
生
き
て
い
た
。
そ

れ
を
性
急
に
変
え
よ
う
と
し
た
旧
ソ
連
は
反
発
を

招
き
、
大
混
乱
を
残
し
て
撤
退
し
た
。
一
方
、
抵

抗
勢
力
を
「
自
由
の
戦
士
」
と
呼
び
、
大
量
の
武

器
援
助
で
内
戦
を
泥
沼
化
さ
せ
た
西
側
の
マ
キ
ャ

ベ
リ
ズ
ム
（
目
的
の
た
め
に
手
段
を
選
ば
な
い
や
り

方
）
は
、
人
道
支
援
に
さ
え
不
信
を
招
い
た
。
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＊表紙写真によせて＊

用水路通水の小さな目撃者たち

2005年3月4日、現場スタッフや地元の作業員、共

に働く日本人ワーカー、ジャララバード事務所やペ

シャワール病院から駆け付けた職員たちが見守る

中、マルワリード用水路D池の三連水門の堰板が

はずされ、 E、F、G地区へ送水が開始された。水

が先へ進むにつれ、村の子供たちや大人たちが

「ウブ、ウブラジー」（水だ、水が来た！）とだんだ

ん集まって水の流れに併行して走り始めた。その

うちに用水路に飛び込んではしゃぎまわる子たち、

けしの頭を棒で繋げた自家製のおもちゃを水の流

れに合わせてコロコロ押している子、用水路の中

を歩く中村医師をおそるおそる取り囲んで群れ歩く

子たちも。自分が造った箇所を無事に水が通るか

ドキドキしている日本人ワーカー達をよそに、子供

たちは水の中でそれぞれに喜びを表している。頃

合いをみてスタッフがターフィー（飴）をひとつか

み空にむけて「ムバーラク！」（おめでとう）とまく

と、ワーッと大人も子供も、スタッフもどさくさに紛

れて、一斉に笑いながら、しかし我先にと拾い集

める。用水路の通水に立ちあったこの小さな目撃

者たちが、今は二十歳過ぎの青年になっている。

カ
ブ
ー
ル
の
よ
う
な
大
都
市
を
除
き
、
多
数
の

女
性
た
ち
が
自
ら
権
利
を
求
め
て
叫
ぶ
こ
と
は
少

な
か
っ
た
と
思
う
。
物
言
わ
ぬ
農
村
の
女
性
に
と

っ
て
、
最
も
過
酷
な
労
働
は
水
運
び
で
あ
る
。
炎

天
下
、
水
が
め
を
頭
に
乗
せ
、
時
に
は
数
キ
ロ
の

道
程
を
一
日
中
徒
歩
で
往
来
す
る
。
泉
が
あ
ち
こ

ち
で
涸
れ
た
現
在
、
遠
く
の
川
ま
で
行
く
が
、
濁

流
は
す
ぐ
に
は
使
え
な
い
。
大
き
な
水
が
め
に
人

れ
て
一
晩
泥
を
沈
殿
さ
せ
て
か
ら
利
用
す
る
。
貴

重
な
水
は
煮
沸
し
て
料
理
や
茶
に
使
う
。
薪
は
高

価
な
の
で
、
の
ど
が
渇
け
ば
川
の
水
を
す
く
っ
て

飲
む
。
赤
痢
や
腸
チ
フ
ス
な
ど
致
命
的
な
感
染
症

同
重
要
な
の
は
、
温
か
い
人
間
的
関
心

も
起
こ
し
や
す
い
。

我
々
が
手
掛
け
る
用
水
路
は
こ
の
水
汲
み
労
働

と
感
染
症
の
危
険
か
ら
女
性
た
ち
を
解
放
し
た
。

用
水
路
沿
い
の
地
下
水
位
が
上
が
り
、
涸
れ
井
戸

が
悉
く
復
旧
し
、
木
が
の
び
の
び
と
育
つ
。
家
の

近
く
か
ら
何
度
で
も
水
が
汲
め
、
育
つ
木
々
は
薪

を
提
供
す
る
。
用
水
路
事
業
を
誰
よ
り
も
支
持
し

た
の
が
彼
女
た
ち
だ
っ
た
。
実
際
、
作
業
中
に
近

所
の
家
か
ら
「
母
か
ら
で
す
」
と
子
供
た
ち
が
茶

を
届
け
る
光
景
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
気
軽
に

異
性
に
話
し
か
け
る
風
習
が
な
い
の
で
、
主
婦
た

ち
が
子
供
を
代
役
に
感
謝
を
表
し
た
の
で
あ
る
。

診
察
室
で
診
療
す
る
と
き
以
外
、
我
々
が
彼
女

た
ち
と
親
し
く
話
す
機
会
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
い

【PMSの動き】

(1) 6月1日、ガンベリ農場の養蜂計画で初の蜂蜜を収穫しました。

(2) 7月、ラグマン州で用水路建設候補地の一次調査が終了し

ました。

(3)上記調査のため休講していたFAO関連事業のトレーニング

が7月28日に再開されました。

(4) 8月、犠牲祭の祝日で農業事業の他は1週間休業しました。

(5) J ICAの招聘で9月8日～15日まで、ジア医師、ディダール技

師、ファヒーム技師、アジュマル技師が来日し、朝倉市で水利、

農業視察・研修を行います。

つ
実
現
す
る
か
分
か
ら
ぬ
「
権
利
」
よ
り
は
、
目

前
の
生
存
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
必

要
な
の
は
思
想
で
は
な
く
、
温
か
い
人
間
的
関
心

で
あ
っ
た
。

全
て
の
者
が
和
し
、
よ
く
生
き
る
た
め
に
こ
そ

人
権
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
男
女
差
を
超
え
、
善
人

や
悪
人
、
敵
味
方
さ
え
超
え
、
人
に
与
え
ら
れ
た

恵
み
と
倫
理
の
普
遍
性
を
、
我
々
は
訴
え
続
け
る
。

（
「
西
日
本
新
聞
」
二

0
一
九
年
六
月
十
七
日
朝
刊
よ
り
転
載
）
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●
事
務
局
だ
よ
り

＊
八
月
二
八
日
未
明
か
ら
北
部
九
州
は
記
録
的
な
大
雨
に

襲
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
二
四
時
間
で
平
年
の
八
月
一
ヵ
月

分
の
雨
が
降
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。
福
岡
は
八
月
初
め

ま
で
は
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
気
候
変
動
、

降
雨
偏
在
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
冠
水
し
た
佐
賀
県
の

武
雄
や
大
町
の
映
像
を
見
る
と
胸
が
痛
み
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
速
や
か
な
復
旧
を
切
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

＊
二

0
0三
年
に
済
工
し
た
「
緑
の
大
地
計
画
」
は
、
皆

様
の
ご
支
援
に
よ
り
‘

―
つ
の
区
切
り
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
課
題
の
一
っ
は
、
最
初
期
に
工
事
を

行
な
っ
た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
改
修
、
再
ラ
イ
ニ
ン

グ
（
水
路
床
覆
エ
）
な
ど
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
設
備
維
持

方
法
の
伝
授
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
利
施
設
の

普
及
活
動
に
つ
い
て
は
、

F
A
0
(
国
連
食
糧
農
業
機
関
）

な
ど
の
協
力
を
得
て
訓
練
所
で
研
修
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
中
村
医
師
に
よ
る
と
、
遠
方
か
ら
来
た
研
修
生
は
、

「
こ
こ
に
来
て
、
希
望
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私

も
希
望
を
持
っ
て
帰
り
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
地

元
に
戻
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

ヤ
ー
ル
モ
ハ
マ
ド
現
場
監
督
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、

P
M
S
で
十
五
年
以
上
も
水
利
施
設
に
携
わ
っ
た
人
は
専

門
技
術
者
で
、
彼
ら
は
ど
こ
で
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ア
フ
ガ
ン
各
地
で
P
M
S
方
式
の
堰
を
建
設
し
た
い

と
い
う
要
請
が
あ
れ
ば
、

P
M
S
が
入
札
の
上
で
請
け
負

う
ー
—
そ
ん
な
将
来
も
夢
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

＊
九
月
中
旬
に
、
現
地
よ
り
ジ
ア
院
長
補
佐
や
現
場
の
実

務
担
当
者
が
来
日
、
朝
倉
な
ど
で
測
量
や
農
業
の
訓
練
を

受
け
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

＊
谷
津
賢
二
さ
ん
は
D
V
D
「
ア
フ
ガ
ン
に
命
の
水
を
（
品

切
）
」
「
千
ば
つ
の
大
地
に
用
水
路
を
拓
く
」
「
用
水
路
が

運
ぶ
恵
み
と
平
和
」
の
撮
影
・
監
督
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

D
V
D
の
ご
注
文
を
事
務
局
で
承
り
ま
す
。

＊
払
い
込
み
票
に
「
何
が
あ
っ
て
も
た
だ
水
や
り
…
（
感

激
し
た
の
で
、
お
ま
け
）
自
分
の
心
に
も
た
だ
水
や
り
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
P
M
S
支
援
室
よ
り

＊
今
年
は
、
ベ
ス
ー
ド
郡
、
シ
ェ
イ
ワ
郡
、
カ
マ
郡
の
至

る
所
で
水
稲
栽
培
が
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ほ
ど
の
広
範
囲
な
水
田
の
出
現
は
お
そ
ら
く
史
上
初
と

の
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
更
に
拡
大
す
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

H
本
が
お
盆
の
間
、
今
年
は
現
地
も
イ
ー
デ
・
ク
ル
バ

ー
ン
（
犠
牲
祭
）
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
期
間
だ
け
は
争

い
を
断
ち
、
祈
り
を
捧
げ
、
羊
を
食
べ
、
天
へ
忠
誠
を
鷲

い
、
貧
し
い
者
へ
施
し
を
す
る
の
で
す
。
家
族
と
一
緒
に

過
ご
す
現
地
職
員
の
写
真
を
見
て
、
遠
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
地
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
日
々
働
い
て
お
り
ま
す
。

◎
村
か
ら

｝

＊
本
年
一
月
に
逝
去
さ
れ
た
画
家
・
甲
斐
大
策
さ
ん
の
遺

作
展
が
六
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。
会
員
の
方
々
も
多
数
お
見
え
に
な
り
、
遠
方
か

ら
も
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。
甲
斐
さ
ん
は
会
報

二
五
号
か
ら
三

0
年
近
く
、
描
き
下
ろ
し
の
表
紙
画
と
物

語
を
提
供
し
て
下
さ
り
、
会
報
担
当
者
と
し
て
公
私
共
の

お
付
き
合
い
が
続
き
ま
し
た
。
東
京
か
ら
居
を
移
さ
れ
て

後
は
、
毎
号
福
間
の
お
宅
ま
で
原
画
を
預
か
り
に
行
き
ま

し
た
。
も
て
な
し
は
大
連
時
代
か
ら
の
甲
斐
家
の
流
儀
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
、
「
編
集
者
な
ん
て
、
ど
う
せ
ロ
ク
な

も
の
食
っ
て
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
、
い
つ
も
マ
ン
ト
ウ
や

カ
レ
ー
を
仕
込
ん
で
歓
待
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
食
後
は

決
ま
っ
て
中
国
茶
で
し
た
。
完
成
し
た
表
紙
画
を
前
に
、

紫
煙
を
く
ゆ
ら
せ
な
が
ら
”
絵
解
き
”
す
る
甲
斐
さ
ん
の

口
調
は
ア
フ
ガ
ン
ヘ
の
愛
と
畏
敬
に
満
ち
、
該
博
な
知
識

と
長
年
の
旅
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

人
離
れ
し
た
風
格
と
眼
光
の
奥
に
宿
る
優
し
さ
を
懐
か
し

＜
偲
び
つ
つ
、
ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

(
F
)

""u 
日

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
（
現
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
）
な
ら
び
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
な
ど
を
支
援
し
、

必
要
な
広
報
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー

の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支

え
合
い
」
の
精
神
で

一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
ぷ
晉
員
は
年
額
三
、

0
0
0円
、
学
生
会
員

一
、

0
0
0円
、
維
持
会
員
一

0
、
0
0
0円
の
年

会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

゜
入っ⑥

本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

〒
八
一

0
ー
0
0
0
三
福
岡
市
中
央
区
春

吉
一
ー
一
六
ー
八
V
E
G
A
天
神
南
六

0
-

TELO九
ニ
ー
七
＝
ニ
ー
ニ
三
七
二
内
に
お
く
。

総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
六

月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

会
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